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長浜市の取組

長浜市教育委員会事務局教育改革推進室

2023年7月25日



長浜市の紹介

人口 114,409人（R5.７）

学校数（35校）

小学校 23校
中学校 10校
義務教育学校 2校

自然豊かで、歴史的な文化財
がたくさんあるよ！
【「長浜450年戦国フェステ
ィバル」開催中】



R3 GIGAスクール構想のスタート

誰一人取り残さない
長浜の教育の実現

子どもが主語の
授業づくり



確かな学力を育む教育DX推進

AI型ドリルソフト
Qubena

授業支援ソフト
ロイロノート・スクール

協働的な学び

・子どもたちの意見や解答を即時共有
・カードやツールで自己表現
・シンキングツールで深い学びを実現
・共有ノート機能で同時編集

個別最適な学び

・AIによる子どもたちの習熟度に
合わせた問題の出題

・手書き入力、判定機能
・小１～中３までの教材
・学習履歴により自分の取組を可視化

確かな
学力学校で 家庭で

オンライン授業

・連絡・課題の配信、提出
・健康観察機能で休校時にも活用
・音読・器楽などコロナ禍で学校で取り組み
にくい内容も家庭で行い動画で評価

家庭学習の充実

・家庭学習の内容・時間の可視化
・学習進度に合わせたワークブック配信
・学習内容の選択も可能

・不登校児童生徒の学習保障
教員の働き方改革

・授業準備の軽減
・課題作成の負担減

・子どもの学習履歴の把握



市内３年以上
の７学年に導
入拡大
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事業

市内3年以上
の7学年の
継続

市内6校によ

るモデル校事
業

各校1学年市

費による導
入

EdTech導入補助

金を活用した実証
事業（小６・中
３）

夏季休業
持ち帰
り・テス
ト調査

1人1台端末

の活用スタ
ート

それ
以前

2021年
4月～

2021年
9月～

2022年
4月～

2022年
7月～

2022年
10月～

2023年
4月～

１ ２ ３ ４



１．Edtech補助金を活用した検証事業

2021年（令和3年）夏

季休業中に該当学年の
研修を行い2学期から
導入・検証を行う。



〇各学校1学年の無償トライアル事業でしたが、工夫
して取組を行っていただきました。



Qubena導入検証事業

令和3年12月

長浜市教育委員会事務局

教育改革推進室



事業概要
ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組により、児童生徒1人1台端末をはじめとした学校におけるＩＣＴ環境

の整備が進む中、本市では学力向上に向けた取組の一環として、経済産業省の補助事業を活用し、個々の児童生徒
の理解度・特性に合わせた個別最適な学びを支援するＡＩ型ドリル教材「Ｑｕｂｅｎａ」を試行導入した。

そこで、Ｑｕｂｅｎａの活用による児童生徒の学習意欲の向上と基礎学力の定着に係る効果検証を以下のとおり
実施した。

【実施期間】 令和3年11月1日（月）~12月3日（金）

【対 象】 市内小学校・義務教育学校（前期）８校の第6学年 462名
市内中学校・義務教育学校（後期）５校の第3学年 395名

【実施内容】 ・今年度の全国学力・学習状況調査の分析結果に基づき、算数・数学科において、重点的に

指導すべき内容（小・義（前）：「面積」／中・義（後）：「方程式」）について、

朝学習や授業等でＱｕｂｅｎａを活用した個別学習を5日間取り組む。

・実証開始前と実証期間最終日に該当の学習内容に関するテスト（Qubena取組前と取組後：

問題数10問）を実施し、Ｑｕｂｅｎａによる個別学習前と学習後の学力の伸びを測定すると

ともに、アンケート調査を行い、Ｑｕｂｅｎａの活用に関する児童生徒の意識を把握する。



全体 A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 H校

取組前 7.6問 7.3問 8.5問 7.2問 5.9問 7.9問 8.4問 6.8問 7.6問

取組後 8.0問 7.4問 8.7問 8.4問 6.8問 8.6問 9.0問 6.1問 8.4問

比較 △0.4問 △0.1問 △0.2問 △1.2問 △0.9問 △0.7問 △0.6問 ▼0.7問 △0.8問

１．検証テストの平均正答数

⮚ 全体では取組前テストから正答数が0.4問（４％）増加した。
⮚ 学校別でもほとんどの学校で取組前テストを上回る結果となった。

（１）小学校・義務教育学校（前期）

（２）中学校・義務教育学校（後期）

⮚ 全体では取組前テストから正答数が1.4問（１４％）増加した。
⮚ 学校別でもすべての学校で取組前テストを上回る結果となった。

全体 I校 J校 K校 L校 M校

取組前 5.0問 4.9問 4.0問 6.6問 5.1問 4.6問
取組後 6.4問 6.3問 5.2問 8.1問 6.6問 6.9問
比較 △1.4問 △1.4問 △1.2問 △1.5問 △1.5問 △2.3問

（全１０問中の正答数）

（全１０問中の正答数）



Ａ層
（10問）

Ｂ層
（9問）

Ｃ層
（7~8問）

Ｄ層
（0~6問）

取組前 28％ 20% 24% 28%
取組後 35% 24% 20% 21%
比較 △7% △4% ▼4% ▼7%

２．検証テストの四分位分析＊（全体）
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プレ ポスト

Ａ層 （10問）

Ｂ層 （9問）

Ｃ層 （7~8問）

Ｄ層 （0~6問）

取組前

⮚ 低位層の割合が減少し、上位層の割合が増加した。

（１）小学校・義務教育学校（前期）

（２）中学校・義務教育学校（後期）

⮚ 低中位層の割合が減少し、上位層の割合が大幅に増加した。

Ａ層
（9~10問）

Ｂ層
（6~8問）

Ｃ層
（3~5問）

Ｄ層
（0~2問）

取組前 18% 31% 21% 30%
取組後 38% 27% 19% 17%
比較 △20% ▼4% ▼2% ▼13%
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プレ ポスト

Ａ層 （9~10問）

Ｂ層 （6~8問）

Ｃ層 （3~5問）

Ｄ層 （0~2問）

１０問中９問以上正解した児
童が１１%増加した。

取組前 取組後 １０問中９問以上
正解した生徒が
２０%増加した。

取組前 取組後

＊テスト結果をもとに4層に分け、
どの学力層に効果があったかを
図るためもの



３．意識調査の結果（全体）

⮚ 紙の問題集やプリントよりQubenaの方がわかりやすいと回答した児童は約8割。
⮚ Qubenaを使って学習したいと回答した児童は約7割。
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7%21%
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Qubenaを使って学習したい理由

「Qubena（キュビナ）」を使った学習は楽しいから。

「Qubena（キュビナ）」を使った学習はやる気が出るから。

「Qubena（キュビナ）」を使った学習はわかりやすいから。

「Qubena（キュビナ）」を使うと、今までできなかった問題ができるようになるから。

「Qubena（キュビナ）」を使った学習で、算数・数学がこれまでより好きになったから。

その他

（１）小学校・義務教育学校（前期）



３．意識調査の結果（全体）
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Qubenaを使って学習したい理由

「Qubena（キュビナ）」を使った学習は楽しいから。

「Qubena（キュビナ）」を使った学習はやる気が出るから。

「Qubena（キュビナ）」を使った学習はわかりやすいから。

「Qubena（キュビナ）」を使うと、今までできなかった問題ができるようになるから。

「Qubena（キュビナ）」を使った学習で、算数・数学がこれまでより好きになったから。

その他

⮚ Qubenaの方がわかりやすく、今後もQubenaを使って学習したいと回答した生徒は約7割。
⮚ 一方で、紙の問題集やプリントでの学習を希望する生徒も約4割いる。

（２）中学校・義務教育学校（後期）



R４ 4月公費負担による各学校1学年導入



１．目的
Qubena導入学年の拡大に向けモデル校を選定し、学校全体での活用・休業時の活用・環境

負荷調査等の事業を行うことにより、今後の市全体の円滑な活用推進を図る。

２．期間
令和4年7月1日～令和4年9月末日

３．対象 （＊現在導入している学年はそのまま継続とする）
・小学校1校、中学校5校

４．事業内容
・学校内での教育課程・日課に反映した効果的な活用（校内での活用の位置づけ）
・休業日、長期休業中の家庭学習での取組（持ち帰りでの活用・効果と課題の検証）
・学校Wi-Fi下の環境負荷調査の実施（一斉使用時等の環境面での確認・課題）

５．検証内容
・児童生徒アンケート、教員アンケート、保護者アンケート
・同一ワークブック配信によるテスト結果の比較
・児童生徒の学習時間や内容
・学校内での活用に係る取組事例の収集

２．導入拡大に向けた取組～モデル校事業



★長期休暇時の課題
★長期にわたって出席停止措置を受けた生
徒への課題

〇課題を継続して行っていた生徒について
は、成績が上昇傾向にあった。
●システム的にキュビナで学習記録を教員
が把握することに時間がかかりすぎる。
●できれば、日や週単位で個人個人を見る

のではなく、表などで一目見るだけで学習
状況が分かるようになっていると、教員の
負担軽減につながると感じた。

モデル校事業（各中学校の取組より）

西中学校

西浅井中学校

〈１年生〉
★英語科で、授業のまとめで使用した。
★理科で単元のまとめで使用した。
★単元の導入に、小学校の学習や前の学年の復習として取り組んだ。
〈２年生〉
★理科で生徒がテスト勉強できるようにワークブックを作成して活用した。
★自習プリントの代わりにワークブックを作成して活用した。
〈３年生〉
★毎日帰りの会の時間に位置付け、５～８分（１５問～２０問）程度、取り組んだ。
★各教科ワークブックとして作成し、配信した。
〈特支〉
★知的学級の数学の授業で自分のレベルに応じた課題に取り組んだ。
○自分の学年にかかわらず、学習を振り返ることができたことはよかった。
○クイズに答えているような感覚で、生徒は取り組みやすかった。
○解く問題数を増やすことができた。
○自習の時に黙々と取り組むことができた。
○自習での活用は、一人ひとりの取組具合がわかり、欠席者も把握ができて便利だっ
た。
○ヒントも書かれているので、生徒も楽しんで取り組めた。
●国語科など教科によっては、使いにくいものもある。
●帰りの会の時間が減少するので、連絡が慌ただしくなった。

日常時の活用 家庭学習での活用



浅井中学校 びわ中学校

★ワークブックの配信（１・２年）

【１年】５教科の１学期復習問題を２期に分け、４
回ワークブック（１回５０分）を配信した。

【２年】５教科の１学期復習問題として４０分程度
でできるワークブックを各教科８本用意し、宿題と
して取り組ませた。また、夏休み明けの実力テスト
で１年生内容が含まれる教科があり、それに対応し
たワークブックも追加配信した。
【３年】
１学期復習課題として出題した。
○宿題の進捗状況が確認でき、できていない生徒に
声掛けしやすい。
●一気に配信してほしいとのリクエストが多い。

（解答がスムーズで早く終わる生徒ほどこの声が多
い）

夏季休業中の課題の与え方

★夏休みに教科の学習範囲を学年ごとに決め
て、課題として「おうちキュビナ」に取り組んだ。
★ワークブックの形態はとらず、範囲内で自分で問
題を選んで取り組む形にした。（特に時間の設定は
していないが、夏休み中の日課にキュビナの時間を
組み入れさせた。）
〇定期的に取り組み具合をチェックした。
〇自分の学力に合わせて、学習を進められた。
〇自分のペースで学習を進められた。
〇間違った場合、ヒントが出ることで意欲が持続し
やすい。
〇取組が進んでいない場合、ロイロノートで連絡し
た。
●取り組めない生徒がいたため、時々進み具合を確
認することが必要であった。

夏季休業中の課題の与え方

モデル校事業（各中学校の取組より）



高月中学校

★夏休みの期間を４つに区分し、それぞれの期
間に５教科の指定された問題（ワークブッ
ク）を生徒に送り、夏休みの課題（１学期の
復習）として取り組ませた。
★個人で苦手分野など、自主的に数多くの問題
に取り組ませた。
〇四期に分けて順番に配信されたので継続的
に学習ができた。
〇選択問題は覚えやすいし、楽しく取り組め
た。
〇一問一答がすごく役に立った。
●通信エラーメッセージがよく出て、やる気が
出ないことがあった。
●生徒の中には、先に課題をやり終えて、自分
の勉強ができるようにしたかったという声が
あった。
●後で見直すことがしにくい。

★夏休みには、『キュビナプロジェクト』と銘打
って、全校生徒の積極的な活用を促し、基礎基本
学習の充実・苦手分野の克服に力を入れた。
〇夏休み前に全校集会で、取組を説明し、積極的
に活用できた者を表彰することを宣言して、意欲
づけに力を入れた。
〇数学の事前・事後のテストで、熱心に取り組ん
だ生徒には、明らかに実力の向上が見られた。
〇自分で書くより、断然楽に、短時間で問題が解
ける。
●生徒の取り組んだ内容を評価するのに幾つかの
留意点も持つ必要があった。（学習時間が長くて
も、画面を開きっぱなしで取りくんでいない生徒
が多くの時間に取り組んだように見えてしまう
等。）

夏季休業中の課題の与え方 その他の工夫

モデル校事業（各中学校の取組より）



①．ＡＩ型ドリルソフト「Qubena」モデル校事業のテスト調査結果

【目的】

夏季休業中の家庭学習での活用における学力の伸びを調査する。

【調査対象】

モデル校（5校）における中学1年～3年
【調査方法】

・夏季休業前後の「Qubena」を活用した数学科でのテストの結果

を比較する。

・夏季休業中は、家庭学習の一環として「Qubena」を活用する。

・調査内容は、各学年の数学科1学期の内容を「Qubena」のワーク

シート機能により作成。2回目の問題は、類題を出題した。
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【四分位グラフ】
＊各学年の正答数を４層に分けた夏休み前後の各層の割合の変化について

夏休み前 夏休み後 夏休み前 夏休み後 夏休み前 夏休み後

夏休み平均解答数４２２問 夏休み平均解答数３４５問 夏休み平均解答数１５４問



３．導入拡大 R４ 10月導入

導入時オンライン研修や依頼による
学校研修を行いました。



ステップ１

ステップ２

ステップ３
「まずは、使ってみる」
・すき間時間で
・自習の時の課題で
・家庭学習で

「使い方を工夫する」
・ワークブック作成
・テスト方式
・学校のモジュールを
利用して活用

・授業の一部で使用

「使いこなす」
・自分たちで計画して使用
・授業の中で活用
・反転学習の教材として
・自由進度学習

まずは、子どもや先生方が使ってみて、よさ
を感じることが大切です。

活用推進に当たって



定着に向けての取組

Qubenaからの活用レポート
を個票にし各校配布

11月授業改善・ICT活用訪問
での確認

継続的な研修機会の提供

年2回の市教委による学校訪

問での活用状況の聞き取りで
状況把握を行う。さらに、導
入拡大をしたため市議会の議
員による視察も行う。



活用も徐々にアップ

0.0
50.0

100.0
150.0
200.0
250.0
300.0
350.0
400.0
450.0

10月 11月 12月 1月 2月 3月

月間平均解答数



②．2学期のQubenaアンケート調査について

【アンケート実施期間】

・12月12日（月）～12月23日（金）

【対象】

・市内小学校・義務教育学校3年生

～中学校3年生・義務教育学校9年生

・市内Qubena活用学年の担任及び主要5教科を指導する教員

【内容】

・選択15問の回答、2問の自由記述



小学校・義務教育学校（前期） 中学校・義務教育学校（後期）

小学校ではQubenaの取組が楽しいが７８％、中学校では６５％とやや減少。

66%

29%

4%1%

１．タブレットを使う学習は楽しいと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

48%

41%

8%
3%

１．タブレットを使う学習は楽しいと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

39%

39%

15%

7%

４．Qubenaに取り組むのは楽しいと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

19%

46%

21%

14%

４．Qubenaに取り組むのは楽しいと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

タブレットを使う学習は楽しいと思う児童生徒は９０％台と高い水準。

児童
生徒



小学校・義務教育学校（前期） 中学校・義務教育学校（後期）

自分のペースで進められると感じている児童生徒は８０％以上。

８０％の児童生徒が正解かどうかの判定がすぐに出ることがうれしいと回答。

53%

33%

10%
4%

９．Qubenaでは、自分のペースで学習を進めることが

できると思いますか。 

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

44%

36%

13%

7%

１０．Qubenaでは、問題を解くと、すぐに正解かちがっ

ているかわかるのがうれしいと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

41%

40%

11%

8%

９．Qubenaでは、自分のペースで学習を進めることが

できると思いますか。 

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

41%

38%

13%

8%

１０．Qubenaでは、問題を解くと、すぐに正解かちがっ

ているかわかるのがうれしいと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない



小学校・義務教育学校（前期） 中学校・義務教育学校（後期）

紙と比較して課題を探しやすいと感じている児童生徒は小学校では８０％、中学校では７１％

以前よりもたくさんの問題に挑戦したいと思う児童生徒は小学校で約７０％、中学校では６０％

50%

32%

12%

6%

１１．Qubenaでは、紙のプリントよりも課題がさがしや

すいと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

36%

35%

17%

12%

１１．Qubenaでは、紙のプリントよりも課題がさがしや

すいと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

34%

39%

19%

8%

１２．Qubenaでは、以前よりたくさんの問題にチャレン

ジしてみようと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない

21%

40%

25%

14%

１２．Qubenaでは、以前よりたくさんの問題にチャレン

ジしてみようと思いますか。

とてもそう思う

ややそう思う

あまり思わない

まったく思わない



小学校・義務教育学校（前期） 中学校・義務教育学校（後期）

Qubenaを使って
役に立ったところ、
上手に使えた勉強
方法、使い方の工
夫について

・その日に習ったことを復習するのに使った。
・前の学年の勉強が復習できた。
・テスト前に役に立った。
・間違えても、下に説明が出るので、それを読む
とわかる。

・ヒントをしっかり読むと、答えがわかる。
・答えがすぐわかる、何回もやり直しができる。
・Qubenaをして、間違えたところを自主学習
ノートにまとめて使っている。

・テスト前に復習に使った。テスト前に苦手な教
科に取り組んだ。

・5分間復習を活用している。短く復習できるの
がいい。

・空いている時間に使っている。
・単語や用語の暗記に役立った。
・すぐに正解がわかり納得できる。
・間違えたところの解説があり、理解できるので、
次に役立つ。

・自分の苦手なところがわかる。

Qubenaで使いに
くい部分やこのよ
うに改善してほし
いという提案につ
いて

・エラーが出て止まることがある。「サーバエ
ラー」の表示がでる。固まることがある。

・反応が遅くて、ラグがでることがあるので、
スムーズに動くといい。

・書いた文字を読んでくれない。
・書いた文字が違う文字に変換されることがある。
・ヒントをもっと詳しくしてほしい。
・ログアウトすると、またログインが必要なのが
面倒。

・習っていないところが出てくることがあり困る。

・サーバエラーが多い。重くて、接続がすぐ途切
れる。

・固まることが多いので、改善してほしい。
・解答してから判定までの遅延や切断がある。
・文字認識が悪く、違う文字に認識される。
・正しく書いても認識されない。
・ヒントが表示されなかったり、解説がわかりに
くいところがあるのでわかりやすくしてほしい。

・繰り返していると同じ問題が出る。基本問題以
外の問題も入れてほしい。

自由記述による回答（主なもの）



４．令和5年 市内3年以上7学年でスタート



４．令和5年 市内3年以上7学年でスタート



学校ICT活用推進連絡協議会

授業改善・ICT活用推進学校訪問で
聞き取り

学校での組織的な取組を目指して



子どもたち自身の声を生かして



今後の取組事項

授業の中での活用

自治体ワークブックの活用

保護者への啓発

保護者向け動画作成 保護者向けiPad教室



キュビナレッジ
速水小学校での活用

2023年7月25日
長浜市教育委員会教育改革推進室



職員会議



職員会議



自主学習（算数チャレンジ）



自主学習（算数チャレンジ）



自主学習（算数チャレンジ）



自主学習（算数チャレンジ）



自主学習（算数チャレンジ）



自主学習（算チャレ）



補充学習タイム（キュビナ）



補充学習タイム（キュビナ）



補充学習タイム（キュビナ）



土曜チャレンジ



土曜チャレンジ



スマホルール



学習参観



学習参観



学習参観



児童評価より



長浜市立速水小学校の実践より
～ご清聴ありがとうございました



ご清聴ありがとうございました。



参考資料



28%

21%21%

15%

5%
10%

Qubenaを使った学習に否定的な理由

正しい答えを書いても、不正解と判定されることがあるから。

通信が不安定で、問題が出題されないことがあるから。

タッチペンで書いたり消したりするのに手間がかかるから。

問題を解くまでに時間がかかるから。（iPadの準備やログインし

たり問題を選んだりするのに時間がかかる）

問題が難しい（簡単すぎる）から。

その他

３．意識調査の結果（全体）

⮚ Qubenaを使った学習に否定的な回答をした児童生徒は全体で３割。
⮚ 理由の８割以上がQubenaの動作環境・システム上の問題など学習以外の外的要因によるもの。

【参考】Qubenaを使った学習に否定的な回答をした児童生徒

70%

30%

これからもQubenaを使って

学習したい

はい

いいえ

・紙で問題を解く方がやりやすい。 ・紙に鉛筆で書き込む方が頭に入るから。 ・（鉛筆を使わなくなるので）テストの時、字が汚くなる。
・社会などは語句は覚えられるが、手書きではないので漢字が身につかなさそう。 ・間違えると問題（宿題）が増えるから。

・長時間続けると、目が悪くなったり頭が痛くなったりする。

・メモできる場所がないので解きにくい。 ・問題文がわかりにくい。 ・習っていない所も出題されるから。 ・ヒントや解説がわかりにくい。
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